
 

 
岩手県内の新型コロナウイルス感染の状況 

岩手県内の新型コロナウイルス陽性者は、1 月

から感染者が急増し、1 月は 1253 人/月と昨年 8

月に記録した 1002 人/月を更新し、2 月に入って

も連日 3 桁の感染者が出て、23 日現在で 4316 人

と勢いを増しています。 
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県内の月別コロナ患者数（令和2～3年度）2月23日現在

 
昨年 8 月の感染者の傾向と今年 1・2 月の感染

者の傾向をデータで比較してみました。 

年代別・男女別感染者数・令和 3年 8 月 

年代 10未 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90以上 合計 比率 症状無 比率

男性 30 87 135 93 100 57 34 15 4 3 558 56% 75 13%

女性 37 60 93 77 68 53 27 17 10 2 444 44% 62 14%

合計 67 147 228 170 168 110 61 32 14 5 1002  137 14%

年代別 214人21％ 676人67％ 112人11％  
年代別・男女別感染者数・令和 4年 1 月 

年代 10未 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90以上 合計 比率 症状無 比率

男性 119 157 102 84 75 52 40 16 14 2 661 53% 103 16%

女性 104 91 86 90 93 42 36 21 21 8 593 47% 88 15%

合計 223 248 188 174 168 94 76 37 35 10 1253 100 191 15%

年代別 471人38％ 624人50％ 158人13％
 

年代別・男女別感染者数・令和 4年 2月 23 日現在 

年代 10未 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90以上 合計 比率 症状無 比率

男性 353 576 264 245 285 151 122 89 53 20 2158 50% 196 9%

女性 334 348 270 333 311 167 145 102 83 65 2158 50% 167 8%

合計 687 924 534 578 596 318 267 191 136 85 4316 100 363 8%

年代別 1611人37％ 2026人47％ 679人16％  
最近の感染者の傾向としては、上記表のとお

り、年代別で 10 歳未満・10 代の感染者が 8 月の

21％から 38％・37%と増加しています。 

また、60歳以上の方も8月の11%から1月13%、

2 月 16%と増加傾向にあります。 

令和 4 年 2 月は、症状無の方が約半分の 8%ま

で減少しました。 

 

 

 

食の話題を 1 つ提供します 

歴史公園江刺藤原の郷 平安時代食ご紹介 

「平安時代の体感」を目指し、秀衡公や義経が食

したであろう「平安時代の食事の再現」をテーマ

に、現代人に合う「平安時代食」が新メニューと

して登場。 

 奥州藤原時代の栄耀栄華に思いを馳せながら、

旬の素材を取り入れた、贅を凝らしたお食事を

ご賞味ください。(※要予約：5 名～40 名) 

※ 秀衡の宴 6,600 円コースメニュー 

1 鴨の醤焼き／鮭の笹焼き／枝豆  

2 あわびと大根の酒蒸し 

3 むなぎ白蒸し 

4 鮭の昆布〆 

5 いえつも（煮物） 

6 須々保里（漬物） 

7 唐菓子 

8 堅果類 

9 強飯（こわいい） 

10 汁物（羮あつもの） 

11 白酒（食前酒） 

12 塩・醤 

13 米酢（よねず） 

※ 参考：義経の宴コースは 3,850 円 

 

『SYOHEI ニュース』は市医師養成事業関係者の情報紙です。 
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奥州遺産№30 庭田植（農はだてのつどい） ～ときを越え 受け継がれるもの～ 
 奥州胆沢 広報おうしゅう平成 25 年 3 月号・奥州市ＨＰ他  

 
 雪景色の中に朗々と響く田植唄。早乙女姿の女衆が、苗に

見立てた稲わらをさくりさくりと雪面に植え進む——。 

「農はだて」とは、正月休みが明けた、新年の農作業始めを

いう。 胆沢ではこの日、男衆がモドツと呼ぶ 24 本の縄を

なう。女衆は小さなわらの束を苗に見立てて雪上で田植えの

まねごとをし、「豆がら」をしいて豊作を願ったという。毎年

2 月に開催される「全日本農はだてのつどい」の庭田植は、

この習わしをもとに平成 2 年に生まれた。 

 庭田植には、江戸時代に正月行事としての記述が残される。

地域に伝わる郷土芸能「田植踊」に見られる奴田植や弥十郎のほか、菅笠姿の早乙女田植と

瓢の面の道化などが門付けする様子が活写されている。 厳しい労働の日々に人々の心を慰

めた年中行事。農はだての「庭田植」は、新年の喜び豊作を思

う心を今に伝える。 

 
 全日本農はだてのつどい 岩手・いさわ ワラと火のまつり 

昔、一年の農業の豊作と農作業の安全を祈って行われていた

年中行事を「農はだて」といいます。その行事を再興し、地域

活性化を目指す集いが「全日本農はだての集い」です。日本古

来の文化の素晴らしさを見直す事を目的とし、奥州市胆沢地域

ならではのイベントとして平成２年から行われています。 

開場の午後 3 時半から、直産品を販売す

る縁日や、特産品とわら細工の販売があり

ます。子供が楽しめるわらの宝探しなどの

お米遊園地や、積雪があれば雪の滑り台も

作られます。午後 4 時からは「縄ないチャ

ンピオン決定戦」や豊作安全祈願、小さな

ワラを束苗に見立てて田植えする「庭田植」

の再現や日本最大級の大臼による餅つき、

重さ8トンもの福俵引きなどのイベントが

行われ、厳冬の祭りを盛り上げます。今年

一年の豊作、農作業での安全を祈願し、農

耕文化の継承を願いながら執り行われま

す。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の関係

で、昨年に引き続き令和 4 年も関係者のみ

の参加で農作業の安全及び厄払の祈願祭等が行われます。新型

コロナが早く収束し、人々で賑わった祭り風景をみたいですね。 
       
 

主 催  いさわのまつり実行委員会〈奥州市胆沢総合支所地域支援グループ商工観光担当） 

        お問い合わせ 奥州市胆沢総合支所 地域支援グループ商工観光担当 電話番号：0197-34-0313

 

日本最大級の大臼 

重さ 8 トンの福俵 

大臼による餅つき 

福俵引き 


